
研究開発の概要

マッチングの希望先

涙液糖から発電・センシングを行う
単独自立動作可能な持続血糖モニタコンタクト

Stand-Alone Continuous Glucose Monitoring Contact Lenses 
Using Glucose Fuel Cells

医療機器メーカー、製薬メーカー、食品メーカーなど

適用の可能性・技術展開の可能性など
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（１）解決すべき技術課題
• 糖尿病医療応用コンタクトの
需要が大きい(国内２千万人)が、
給電が困難

（２）研究開発の概要と解決手段
• 装用時にキャリブレーションし、
血糖スパイク検出により予防
医療に貢献

• 世界初の涙液糖発電センサ＆
パッシブ通信持続血糖モニタ
コンタクト
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涙液糖センシングシステムの研究開発
（シフトレジスタへの入力）
コンタクトレンズケースでの
シリアル読み出し技術の確立

涙液糖センシングシステムの研究開発
(涙液糖発電センシング・デジタル変換)

22nm/65nm CMOSでのセンシング
・デジタル変換の実証に成功

血糖値スパイク検出による、糖尿病予防への適用・展開
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